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条

例

(

第
十
五
号－

第
十
六
号)

○
福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例

(

人

事

課)

一

○
知
事
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

(

人

事

課)

二

規

則

(

第
二
十
号)

○
福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例
施
行
規
則

(

人

事

課)

二

◇
福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例

(

総
務
部
人
事
課)

１

福
岡
県
副
知
事
の
倫
理
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

２

一

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

◇
知
事
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

(

総
務
部
人
事
課)

１

平
成
二
十
二
年
四
月
分
か
ら
同
年
九
月
分
ま
で
の
知
事
の
給
料
の
一
部
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
た

。
２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
条
例
第
十
五
号

福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例

(

目
的)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
副
知
事
の
倫
理
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

(

規
範)

第
二
条

副
知
事
は
、
県
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
常
に
公
正
な
職
務
の
遂
行
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

副
知
事
は
、
常
に
、
そ
の
使
命
を
深
く
自
覚
し
、
そ
の
職
の
信
用
を
傷
つ
け
、
又
は
不
名
誉
と
な

る
よ
う
な
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

副
知
事
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
ま
た

、
同
様
と
す
る
。

４

副
知
事
は
、
常
に
公
私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
い
や
し
く
も
そ
の
職
務
や
地
位
を
自
己
の
利
益
又

は
他
人
の
私
的
利
益
の
た
め
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

５

副
知
事
は
、
法
令

(

条
例
を
含
む
。)

に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
限
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

相
手
方
か
ら
供
応
接
待
又
は
財
産
上
の
利
益
の
供
与
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

(

資
産
等
報
告
書
等
の
提
出)

第
三
条

副
知
事
は
、
そ
の
任
期
開
始
の
日
に
お
い
て
有
す
る
土
地
、
建
物
、
預
金
、
有
価
証
券
そ
の

他
の
規
則
で
定
め
る
資
産
等

(

以
下
単
に

｢

資
産
等｣

と
い
う
。)

に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
る
事

項

(

以
下

｢

資
産
等
内
訳｣

と
い
う
。)

を
記
載
し
た
資
産
等
報
告
書
を
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
百

日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

副
知
事
は
、
そ
の
任
期
開
始
の
日
後
毎
年
新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
資
産
等
で
あ
っ
て
十
二

月
三
十
一
日
に
お
い
て
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
資
産
等
内
訳
を
記
載
し
た
資
産
等
補
充
報
告
書
を

、
そ
の
翌
年
の
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

副
知
事

(

前
年
一
年
間
を
通
じ
て
副
知
事
で
あ
っ
た
者
に
限
る
。)

は
、
規
則
で
定
め
る
金
額
及

び
課
税
価
格
を
記
載
し
た
所
得
等
報
告
書
を
、
毎
年
、
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

副
知
事
は
、
毎
年
、
四
月
一
日
に
お
い
て
報
酬
を
得
て
会
社
そ
の
他
の
法
人

(

法
人
で
な
い
社
団

又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
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の
役
員
、
顧
問
そ
の
他
の
職
に
就
い
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
名
称
及
び
住

所
並
び
に
当
該
職
名
を
記
載
し
た
関
連
会
社
等
報
告
書
を
、
同
月
二
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

資
産
等
報
告
書
等
の
保
存
及
び
閲
覧)

第
四
条

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
、
資
産
等
補
充
報
告
書
、
所
得

等
報
告
書
及
び
関
連
会
社
等
報
告
書
を
、
こ
れ
ら
を
提
出
す
べ
き
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

県
民
は
、
知
事
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
さ
れ
て
い
る
資
産
等
報
告
書
、
資
産
等
補
充

報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
及
び
関
連
会
社
等
報
告
書
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

宣
誓)

第
五
条

副
知
事
に
選
任
さ
れ
た
者
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
宣
誓
書
に
署
名
し
、
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

副
知
事
倫
理
調
査
委
員
会)

第
六
条

知
事
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
二
条
の
規
範
の
遵
守
に
関
す
る
事
項
を
調
査
す
る

た
め
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
を
も
っ
て
主
と
し
て
構
成
さ
れ
る
福
岡
県
副
知
事
倫
理
調
査
委
員
会

(

以
下

｢

委
員
会｣

と
い
う
。)

を
置
く
も
の
と
す
る
。

２

副
知
事

(

退
職
し
た
者
を
含
む
。)

は
、
委
員
会
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
委
員
会
に
出
席
し

、
必
要
な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。

(

補
則)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置
等)

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
副
知
事
で
あ
る
者
は
、
同
日
に
お
い
て
有
す
る
資
産
等
に
つ
い

て
、
資
産
等
内
訳
を
記
載
し
た
資
産
等
報
告
書
を
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
百
日
を
経
過
す
る
日
ま
で

に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

別
記

宣

誓

書

私
は
、
福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例
を
固
く
遵
守
し
、
県
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
常
に
公
明
、

公
正
に
職
務
を
執
行
し
、
県
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

年

月

日

氏

名

知
事
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
条
例
第
十
六
号

知
事
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

平
成
二
十
二
年
四
月
分
か
ら
同
年
九
月
分
ま
で
の
知
事
の
給
料
月
額
は
、
福
岡
県
特
別
職
の
職
員
及

び
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号)

第
四
条
第
一
項
、
第

二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
給
料
月
額
か
ら
、
当
該
給

料
月
額
に
百
分
の
五
十
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例
施
行
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
二
十
号

福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例
施
行
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
副
知
事
倫
理
条
例

(

平
成
二
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
十
五
号
。
以
下
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則



｢

条
例｣

と
い
う
。)

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
資
産
等
報
告
書)

第
二
条

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
資
産
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
等
と
し
、
同

項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
資
産
等
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

一

土
地

(

信
託
し
て
い
る
土
地

(

自
己
が
帰
属
権
利
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。)

を
含
む
。)

所
在
、
面
積
及
び
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
並
び
に
相
続

(

被
相
続
人
か
ら
の
遺
贈
を
含
む
。

以
下
同
じ
。)

に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨

二

建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
地
上
権
又
は
土
地
の
賃
借
権

当
該
権
利
の
目
的
と
な
っ
て
い
る

土
地
の
所
在
及
び
面
積
並
び
に
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨

三

建
物

所
在
、
床
面
積
及
び
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
並
び
に
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

は
、
そ
の
旨

四

預
金

(

当
座
預
金
及
び
普
通
預
金
を
除
く
。)
及
び
貯
金

(

普
通
貯
金
を
除
く
。)

預
金
及

び
貯
金
の
額

五

有
価
証
券

(

金
融
商
品
取
引
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号)

第
二
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
に
限
る
。)

国
債
証
券
、
地
方
債
証
券
、
社
債
券
、
株
券

(

資
本

金
の
額
が
一
億
円
以
上
の
株
式
会
社
の
株
券
、
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
券
又
は

店
頭
売
買
有
価
証
券
と
し
て
認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
券
に
限
る
。)

、
金
銭
信
託
及
び
そ
の
他
の
種
類
の
別
に
、
そ
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
額
面
金
額
の
総
額

(

株

券
に
あ
っ
て
は
、
株
式
の
銘
柄
及
び
株
数)

六

自
動
車
、
船
舶
、
航
空
機
及
び
美
術
工
芸
品

(

取
得
価
額
が
百
万
円
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。

)

自
動
車
に
あ
っ
て
は
普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
及
び
そ
の
他
の
種
類
の
別
に

、
船
舶
に
あ
っ
て
は
汽
船
、
帆
船
及
び
そ
の
他
の
別
に
、
航
空
機
に
あ
っ
て
は
飛
行
機
、
回
転
翼

航
空
機
、
滑
空
機
及
び
そ
の
他
の
種
類
の
別
に
、
美
術
工
芸
品
に
あ
っ
て
は
絵
画
、
彫
刻
、
書
、

陶
器
、
磁
器
、
漆
器
、
ガ
ラ
ス
器
、
刀
剣
及
び
そ
の
他
の
種
類
の
別
に
、
そ
の
種
類
及
び
数
量

七

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
に
関
す
る
権
利

(

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。)

ゴ
ル
フ
場

の
名
称

八

貸
付
金

(

生
計
を
一
に
す
る
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。)

貸
付
金
の
額

九

借
入
金

(

生
計
を
一
に
す
る
親
族
か
ら
の
も
の
を
除
く
。)

借
入
金
の
額

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
資
産
等
に
は
、
外
国
に
あ
る
資
産
等
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
三
条

条
例
第
三
条
第
一
項
の
資
産
等
報
告
書
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(

資
産
等
補
充
報
告
書)

第
四
条

条
例
第
三
条
第
二
項
の
資
産
等
補
充
報
告
書
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(

所
得
等
報
告
書)

第
五
条

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
金
額
及
び
課
税
価
格
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額

及
び
課
税
価
格
と
す
る
。

一

前
年
分
の
所
得
に
つ
い
て
同
年
分
の
所
得
税
が
課
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
所
得
に
係
る
次

に
掲
げ
る
金
額

(

当
該
金
額
が
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
金
額
及
び
そ
の
基
因

と
な
っ
た
事
実)

イ

総
所
得
金
額

(

所
得
税
法

(

昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号)

第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
総
所
得
金
額
を
い
う
。)

及
び
山
林
所
得
金
額

(

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
山
林
所
得
金

額
を
い
う
。)

に
係
る
各
種
所
得
の
金
額

(

同
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各

種
所
得
の
金
額
を
い
う
。)

ロ

租
税
特
別
措
置
法

(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
上
場

株
式
等
の
配
当
所
得
、
同
法
第
二
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
土
地
等
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業

所
得
及
び
雑
所
得
、
同
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
長
期
譲
渡
所
得
、
同
法
第
三
十
二
条
の

規
定
に
よ
る
短
期
譲
渡
所
得
、
同
法
第
三
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る

事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
及
び
雑
所
得
並
び
に
同
法
第
四
十
一
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
先
物
取

引
に
よ
る
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
の
金
額

二

前
年
中
に
お
い
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
同
年
分
の
贈
与
税
が
課
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
当
該
財
産
に
係
る
贈
与
税
の
課
税
価
格

(

相
続
税
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三

号)

第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
贈
与
税
の
課
税
価
格
を
い
う
。)

第
六
条

条
例
第
三
条
第
三
項
の
所
得
等
報
告
書
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
三
条
第
三
項
の
所
得
等
報
告
書
の
提
出
は
、
確
定
申
告
書
の
写
し
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
金
額
が
百
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
基
因
と
な
っ
た
事
実
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

関
連
会
社
等
報
告
書)

第
七
条

条
例
第
三
条
第
四
項
の
報
酬
と
は
、
金
銭
に
よ
る
給
付
を
い
う
。

� � � � ����������	 
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第
八
条

条
例
第
三
条
第
四
項
の
関
連
会
社
等
報
告
書
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(
期
限
の
特
例)

第
九
条

条
例
第
三
条
第
一
項
の
資
産
等
報
告
書
、
同
条
第
二
項
の
資
産
等
補
充
報
告
書
、
同
条
第
三

項
の
所
得
等
報
告
書
及
び
同
条
第
四
項
の
関
連
会
社
等
報
告
書

(

以
下
こ
れ
ら
を

｢

報
告
書｣

と
い

う
。)

の
提
出
の
期
限
が
福
岡
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

(

平
成
元
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
三
号)

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
岡
県
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
を
も
っ
て
そ
の
期

限
と
み
な
す
。

(

報
告
書
の
訂
正)

第
十
条

報
告
書
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
副
知
事
は
、
訂
正
届
を
知
事
に
提
出
し
、
訂
正

の
箇
所
に
認
印
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
氏
名
及
び
訂
正
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
削
っ
た
部
分
は
、
こ
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
字
体
を
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(

報
告
書
の
閲
覧)

第
十
一
条

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
閲
覧
は
、
当
該
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
期

間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
閲
覧
は
、
知
事
が
指
定
す
る
場
所
で
、
執
務
時
間

中
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

報
告
書
は
、
前
項
の
場
所
以
外
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

報
告
書
は
、
丁
重
に
取
り
扱
い
、
破
損
、
汚
損
又
は
加
筆
等
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

前
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
閲
覧
を
中
止
さ
せ
、
又
は
閲
覧
を
禁
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
閲
覧
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日
等)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
、
第
三
条
及

び
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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様式第１号 (第３条関係)

年 月 日

資 産 等 報 告 書

福岡県副知事

１ 土地

所 在 面 積 固定資産税の課税標準 摘 要

額

㎡ 円

注 １ 信託している土地を含む

。

ただし
、
自己が帰属権利者

であるものに限る

。

２ 共有の場合は
、
摘要欄にその持分を記入する

。

３ 相続により取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記入

する

。

２ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権

権利の目的となっている土地の所 面 積 摘 要

在

㎡

注 １ 共有の場合は
、
摘要欄にその持分を記入する

。

２ 相続により取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記入

する

。
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３ 建物

所 在 床面積 固定資産税の課税標準 摘 要

額

㎡ 円

注 １ 共有の場合は
、
摘要欄にその持分を記入する

。
２ 相続により取得した場合は

、
摘要欄にその旨を記入

する
。

４ 預金・貯金

（1 ）預金

預金の総額 円

注 当座預金及び普通預金を除く

。

（2 ）貯金

貯金の総額 円

注 普通貯金を除く

。

５ 有価証券

（1 ）株券

種 類 銘 柄 株 数

株

株 券
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（2 ）その他

種 類 額 面 金 額 の 総 額

円

注 種類欄には
、
国債証券

、
地方債証券

、
社債券

、
金銭信託及び

その他の別を記入し
、
その種類ごとに額面金額の総額 （金

銭信託については
、
元本の総額 ）を記入する

。

６ 自動車・船舶・航空機・美術工芸品 （取得価格が１００

万円を超えるものに限る

。

）

（1 ）自動車

種 類 数 量

注 種類欄には
、
普通自動車

、
小型自動車

、
軽自動車及びその

他の別を記入する

。

（2 ）船舶

種 類 数 量

注 種類欄には
、
汽船
、
帆船及びその他の別を記入する

。
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（3 ）航空機

種 類 数 量

注 種類欄には
、
飛行機

、
回転翼航空機

、
滑空機及びその他の

別を記入する

。

（4 ）美術工芸品

種 類 数 量

注 種類欄には
、
絵画
、
彫刻
、
書
、
陶器
、
磁器
、
漆器
、
ガラス器

、
刀

剣及びその他の別を記入する

。

７ ゴルフ場の利用に関する権利 （譲渡することができるもの

に限る

。

）

ゴルフ場の名称
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８ 貸付金 （生計を一にする親族に対するものを除く

。

）

貸付金の総額 円

９ 借入金 （生計を一にする親族からのものを除く
。

）

借入金の総額 円
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様式第２号 (第４条関係)

年 月 日

資 産 等 補 充 報 告 書

福岡県副知事

１ 土地

所 在 面 積 固定資産税の課税標準 摘 要

額

㎡ 円

注 １ 信託している土地を含む

。

ただし
、
自己が帰属権利者

であるものに限る

。

２ 共有の場合は
、
摘要欄にその持分を記入する

。

３ 相続により取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記入

する

。

４ 買換えにより取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記

入することができる
。

２ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権

権利の目的となっている土地の所 面 積 摘 要

在

㎡
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注 １ 共有の場合は
、
摘要欄にその持分を記入する

。

２ 相続により取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記入

する

。

３ 買換えにより取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記

入することができる

。

３ 建物

所 在 床面積 固定資産税の課税標準 摘 要

額

㎡ 円

注 １ 共有の場合は
、
摘要欄にその持分を記入する

。

２ 相続により取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記入

する

。

３ 買換えにより取得した場合は
、
摘要欄にその旨を記

入することができる

。

４ 預金・貯金

（1 ）預金

預金の総額 円

注 当座預金及び普通預金を除く

。

（2 ）貯金

貯金の総額 円

注 普通貯金を除く

。
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５ 有価証券
（1 ）株券

種 類 銘 柄 株 数

株

株 券

（2 ）その他

種 類 額 面 金 額 の 総 額

円

注 種類欄には
、
国債証券

、
地方債証券

、
社債券

、
金銭信託及び

その他の別を記入し
、
その種類ごとに額面金額の総額 （金

銭信託については
、
元本の総額 ）を記入する

。

６ 自動車・船舶・航空機・美術工芸品 （取得価格が１００万

円を超えるものに限る

。

）

（1 ）自動車

種 類 数 量

注 種類欄には
、
普通自動車

、
小型自動車

、
軽自動車及びその

他の別を記入する

。
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（2 ）船舶

種 類 数 量

注 種類欄には
、
汽船
、
帆船及びその他の別を記入する

。

（3 ）航空機

種 類 数 量

注 種類欄には
、
飛行機

、
回転翼航空機

、
滑空機及びその他の

別を記入する

。

（4 ）美術工芸品

種 類 数 量

注 種類欄には
、
絵画
、
彫刻
、
書
、
陶器
、
磁器
、
漆器
、
ガラス器

、
刀

剣及びその他の別を記入する

。
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７ ゴルフ場の利用に関する権利 （譲渡することができるもの

に限る

。

）
ゴルフ場の名称

８ 貸付金 （生計を一にする親族に対するものを除く

。

）

貸付金の総額 円

９ 借入金 （生計を一にする親族からのものを除く

。

）

借入金の総額 円



� � � � ����������	 
�	 ����� �����

様式第３号 (第６条関係)

年 月 日

所 得 等 報 告 書

福岡県副知事

所得金額 基因とな
った事実

総合課税 事 業 所 得 円
不 動 産 所 得
利 子 所 得
配 当 所 得
給 与 所 得
雑 所 得
譲 渡 所 得
一 時 所 得

分離課税 土地等の 事 業 所得
雑

短 期 譲 渡 所 得
長 期 譲 渡 所 得
株式等の事業･ 譲渡所得

雑
上場株式等の配当所得
先物取引の 事 業所得

雑
山林所得

受贈財産の課税価格 円

注 基因となった事実の欄には
、
それぞれの所得金額が１０

０万円を超えるものについてその基因となった事実を記入
する

。
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様式第４号 (第８条関係)

年 月 日

関 連 会 社 等 報 告 書

福岡県副知事

会社その他の法人の 住 所 役員
、
顧問その他

名称 の職名

注 １ ４月１日現在の名称等を記入する

。

２ 会社その他の法人には
、
法人でない社団又は財団

で代表者又は管理人の定めがあるものを含む

。

� �


